
2006年度修士論文発表会  

 

 日時：2007年 1月 30日(火)14:00～ 於：1号館 202教場 

  

 

 演題：日本達磨宗の展開と初期曹洞宗 

  

 発表者：青木教亮(M2) 

  

  

  

 演題：訳経僧の研究 

  

     ――４世紀以前について―― 

  

 発表者：赤堀太祐(M2) 

  

  

  

 演題：新宗教運動の変容と社会構造の変遷 

  

     ――大本教団の社会運動を中心に―― 

  

 発表者：梶龍輔(M2) 

  

  

  

 演題：初期曹洞宗教団における出家と在家の関連性 

  

 発表者：島崎均之(M2) 

  

  

  

 演題：対機説法について 

  

     ――パーリ仏典『ラーフラ教誡経』を中心として―― 



  発表者：原田正幸(M2) 

  

  

  

 演題：中国仏教における霊魂観の研究 

  

     ――神滅不滅論争を中心にして―― 

  

 発表者：樋口孝明(M2) 

  

  

  

 演題：仏教の中国的展開 

  

     ――酒肉五辛禁忌を中心として―― 

  

 発表者：吉田香苗(M2) 

  

  

  

 演題：『摩訶止観』病患境の研究 

  

 発表者：渡邊幸江(M2) 


